




も衰退が著しい｡ 英虞湾の浅く入り組んだ地形のため湾

奥部が低水温化しやすいことと移植水深がやや浅かった

ことの影響が考えられる｡

コアマモは干潟で地下茎を張り巡らせて生長する｡ 今

回の結果は干潟の地盤安定化に大きな期待を持たせるも

のであった｡ アマモ場とコアマモ場は水深を違えて造成

することができるので, 両者を同時に造成すれば空間的

な連続性が向上し, 生物にとってはより生息しやすい環

境が創出できる｡ 今後はコアマモ種苗の確保が重要になっ

てくるであろう｡ 種苗確保のため天然コアマモ場から親

株として少量移植したコアマモを株分けするなど種苗生

産技術を検討する必要がある｡

今後の研究計画

���年度に造成した人口干潟上へ規模を拡大してコア

マモ移植を行い, 移植後の経過を把握する｡ 生長, 生残

などを定量的に把握し, より効率的な移植技術の確立を

図る｡ また移植コアマモを用いてシルト粘土成分流出抑

制効果を実証するべく現地試験を行う｡

コアマモ種苗生産の基礎的な知見として, 埋土種子の

量と発芽率, 地下部の生長等について英虞湾の天然コア

マモ場で調査する｡ 埋土種子を利用した種苗生産技術に

ついて検討する｡
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図７ コアマモ生育状況




